
各小学校施設開放運営協議会ヒアリング内容一覧表

②学習プログラムについて ⑤やりがいについて

令和７年度実施頻度
（回数・曜日）

現状における校庭開放の
負担感について

平日週５日間
開放する場合

負担感あり→〇
負担感なし→×

平日週５日間
開放する場合の課題

現在の学習プログラム
の実施について

負担感あり→〇
負担感なし→×

理由
現運営体制の
継続についての課題

所見・背景等
民間委託に
関する考え

所見・背景等
放課後子供教室を運営する上での
やりがい

田

無

小

学

校

運協A 週1日
（水）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇 担い手の確保 ×
やりがいを感じながら実施できているため。
内容を考えるのは難しく、英語教室などは学校
の先生と相談しながら内容を決めている。

担い手不足
基本的に保護者OBOGで成り立っている。この
層がいなくなると厳しい。

賛成
（共同実施）

学習プログラムの実施にやりがいを感じている一方、
校庭開放の実施において、民間導入をするのはいい
と考える。
導入方法は色々あるにしても、民間業者と運協のや
りたいことのすり合わせができるようにしたい。あら
かじめ事業を分けるのも1つの策であると考える。
（校庭開放は民間、体験活動は運協）

開催すると50名来てくれてやりが
いがある。
子供たちからパワーをもらえる。
リピーターが来てくれると嬉しい。

保

谷

小

学

校

運協B 週2.5日
（水・土・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇

場所の確保
（施設の調整上ほかの曜日の
実施が難しい（学童や使用団
体との調整））

〇
ノウハウがないため。
現状、自主的な企画と実施はできていない。 担い手不足

後継者がいないため、現在携わっている方が引
退すると厳しい。 反対

地域の子供は地域で見守ることに意義を感じている
ため、いまのところ民間委託については考えられな
い。学校とのやりとりも現状うまくいっている。

小学生が近寄ってきてくれるのが
かわいい。
町で会った時にあいさつしてくれる
のが嬉しいと感じる。

保

谷

第

一

小

学

校

運協C 週5.5日
（月・火・水・木・金・日）

人手不足等もないため開催できて
いる。 × 〇 調整先が多く対応が難しいため。 担い手不足

多くの大学生がサポートしてくれているが、新た
な方が加わらず、現在の方が受験や就職で参加
できなくなると厳しい。

賛成
（共同実施）

新しい風が入ることや開放が毎日あることは良いこ
とだと思う。
ただ、今後も地域の協力として携わっていきたい。

子どもと接することが楽しい。
成長を見られたり、刺激をもらえた
りして楽しい。

保

谷

第

二

小

学

校

運協D 週2日
（水・土）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇 担い手の確保 〇 調整先が多く対応が難しいため。 担い手不足
活動を減らせば継続できる。活動増となれば継
続は難しい。キーパーソンがいなくなると続かな
い。

反対

運協と民間業者の２つがいると制度上よくわからな
くなる。現在は、使命感を持って活動に携わっている
協力者もいるため、当運協としては民間委託を望ま
ない。

子どもの顔をみるとやっていてよ
かったと感じる。

谷

戸

小

学

校

運協E 週4日
（月・水・土・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇 担い手の確保 〇 調整先が多く対応が難しいため。
講師謝金が低く、依頼がしにくいと考えるため。 担い手不足 今の体制でギリギリ実施できていると感じる。

賛成
（完全委託）

現状の体制では平日週5日の開放はできないので、
民間委託を導入することにより、利用者の要望に応
えることができるのではと思う。

子どもたちと関わることが楽しい。

向

台

小

学

校

運協F 週３日
（水・土・日）

人手が不足しているため負担感を
感じている。 〇 担い手の確保 〇 ノウハウがないため。

講師謝金が低く、依頼がしにくいと考えるため。 担い手不足
人手不足であるため、長期のことを考えるのは
難しい。

賛成
（共同実施）

民間委託導入の場合は一括してやっていただきた
い。安定かつ継続性を求めるなら賛成である。
導入の場合でも、できれば地域の協力者として携
わっていきたい。

子どもの成長を見られる。サポー
ターたちも地域活動の意義を感じ
てもらえているようで嬉しい。

谷

戸

第

二

小

学

校

運協G 週2.5日
（水・土・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

×

来年度より平日週５日開催予
定
（水曜日はランドセルのまま
OK）

×
やりがいを感じながら実施できているため。
一方で、スペースの調整には苦慮している。 担い手不足

今のところできているが、協力者不足が課題で
ある。基本的に管理者と会長の２人で運営を行っ
ており、事務補助がほしいと感じる。

賛成
（共同実施）

同じ方向を向いて、常駐して事務を行ってくれる人が
いるとありがたいので、民間導入をするのは賛成。
今後も放課後子供教室には地域の協力として携わっ
ていきたい。

子どもたちが楽しんでいる姿、ニコ
ニコしている姿、会ったら声かけて
くれることなどが嬉しい。
色々な世代の保護者と関われるの
も楽しい。やりがいはとてもある。

東

小

学

校

運協H 月２回
（水・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇

担い手の確保
（ただ、過去に週５日開放の実
績があるが近くに大きな公園
があるため参加者が来なかっ
た）

× 現状維持であれば負担はないため。 担い手不足
人手不足を感じている。
現役の保護者は5名。学校に在籍している方が
いなくなったら厳しい。

賛成
（共同実施）

今後も地域の協力として携わっていきたい。
混在しないように民間業者とのすみ分けができるよ
うにしてほしい。

子どもと関わると元気になる。子ど
もの発想から学ぶこともある。自分
のことを覚えてくれると嬉しい。

住

吉

小

学

校

運協I 週3.5日
（月・水・土・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇 担い手の確保 〇 調整先が多く対応が難しいため。 担い手不足
今の人員であれば当面は問題なく継続できると
思うが、サポーターが高齢なため後継者を探す
必要がある。

賛成
（共同実施）

開放日数を増やす目的で民間導入することは子供た
ちのことを考えるといいことなのではないかと思う。
そのうえで地域の方たちの参画についてもバランス
をとりながら民間業者と協力して行えるといいと思
う。

子どもたちが楽しそうにしている
姿、家族連れが微笑ましく過ごして
いる姿を見ると嬉しい。

け

や

き

小

学

校

運協J 週5日
（月・火・水・木・金）

協力者が多く、皆ができるときにで
きる活動をしており、負担を感じて
いない。

× × やりがいを感じながら実施できているため。
協力者が多いため。 担い手不足

現在の運営体制には課題はないが、長期的に見
ると、主要メンバーの業務量に偏りがある状況で
あり、その方がいなくなっても活動が継続できる
体制を考える必要がある。

反対

校庭開放も平日週５日開催しており、学習プログラム
も地域の方々れぞれの長所を活かしながら、負担な
く楽しく活動しており、新たな活力導入の意義を感じ
ていないため。

子供の成長がみられることにやり
がいを感じている。
大人としても放課後子供教室は地
域活動の入り口のような役割を
担っており、この活動を通してほか
の地域活動に繋げていくことがで
きる。

①校庭開放について ③運営体制について ④民間導入について

資料１◎ヒアリングについて

・令和７年10月～令和７年12月

・各運協会長、各小学校施設開放管理者、サポーターと対面により聞き取り
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②学習プログラムについて ⑤やりがいについて

令和７年度実施頻度
（回数・曜日）

現状における校庭開放の
負担感について

平日週５日間
開放する場合

負担感あり→〇
負担感なし→×

平日週５日間
開放する場合の課題

現在の学習プログラム
の実施について

負担感あり→〇
負担感なし→×

理由
現運営体制の
継続についての課題

所見・背景等
民間委託に
関する考え

所見・背景等
放課後子供教室を運営する上での
やりがい

①校庭開放について ③運営体制について ④民間導入について

資料１◎ヒアリングについて

・令和７年10月～令和７年12月

・各運協会長、各小学校施設開放管理者、サポーターと対面により聞き取り

東

伏

見

小

学

校

運協K 週3日
（月・水・土）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇

担い手の確保
（ただ、過去に木曜日以外開
放した実績があるが近くに公
園があるため参加者が来な
かった）
現体制でもできそうではあ
る。

×

現状維持であれば負担はないため。

学年毎に下校時間が異なる曜日に学習プログラ
ムを実施しており、子どもの受け入れ時間が異な
るため対応が忙しくなる。

担い手不足
今の人員であれば当面は問題なく継続できると
思うが、主要メンバーがいなくなると継続は難し
い。

反対
(いずれは検討)

現状では必要性を感じていない。別の学校で必要が
あれば入れるといい。
民間活力を導入する場合は完全委託のほうがいいと
思う。

子供と関われるのが嬉しい。地域と
子供たちが顔見知りの関係になれ
ることに必要性を感じている。

中

原

小

学

校

運協L 週1.5日
（土・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇 担い手の確保 〇 事前準備が大変であるため。
調整先が多く対応が難しいため。 担い手不足

後継者がいないため、現在携わっている方が引
退すると厳しい。

反対
(いずれは検討)

地域の方ではない方が子どもを見守ることへの不安
はある。現在の体制で継続できるまでは反対だが、い
ずれは共同実施も考えたい。

地域の子供たちや保護者と関わり
が持て、成長が見られること。
子どもの居場所になってることへ
の実感がやりがいを感じる。
使命感を持って取り組むことがで
きること。

碧

山

小

学

校

運協M 週２日
（水・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇
担い手の確保。
ボランティア感覚では平日５
日間は難しいと思う。

〇 事前準備が大変であるため。
人手不足（事前準備を行うことが難しい）。 担い手不足

人手不足であるため、長期のことを考えるのは
難しい。新しい人を募集するのが難しい。

賛成
（共同実施）

民間活力導入後も地域の人たちが必ず入る形をお願
いしたい。
民間活力導入後も継続して関わっていきたい。

子どもと関われること。小さいとこ
ろから大きくなっていく様子をみる
のが楽しい。
従事者としては大人になってから
の仲間・友達ができることが嬉し
い。また大人の居場所にもなってい
る。

芝

久

保

小

学

校

運協N 週5.5日
（月・火・水・金・土・日）

協力者が多く、皆ができるときにで
きる活動をしており、負担を感じて
いない。

× × 現状維持であれば負担はないため。 特になし このままの体制では継続性があると考える。 反対
校庭開放も平日週５日開催しており、学習プログラム
も地域の方々れぞれの長所を活かしながら、実施し
ており、新たな活力導入の意義を感じていないため。

子供の成長が見られることが嬉し
い。企画したことが実施できたこと
への達成感がある。

栄

小

学

校

運協O 週6日
（月・火・水・金・土・日）

皆ができるときにできる活動をし
ており、負担を感じていない。 × × 依頼先等への調整は大変だが、負担ではない。 担い手不足

今の人員であれば当面は問題なく継続できると
思うが、サポーターが高齢なため後継者を探す
必要がある。

反対
(いずれは検討)

子どもたちも現サポーターも互いに顔見知りであり、
安全安心な体制であると考えるから。
現在の体制でできるところまで継続し、いずれは民
間事業者との共同実施ができればよい。

子供の成長が見られることが嬉し
い。

柳

沢

小

学

校

運協P 週1.5日
（水・土）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇
現体制では実施できる。
今後は担い手不足が課題と
なるだろう。

〇 ノウハウがないため。
現状、自主的な企画と実施はできていない。 担い手不足 スタッフの体制が整うかが課題である。

賛成
（共同実施）

現在の体制では実施できない部分を民間活力に補っ
てもらえるといい。

子ども達と顔見知りになれること
が嬉しい。現役時代に地域に貢献で
きなかったので、現在還元に努めて
いる。

上

向

台

小

学

校

運協Q 週3.5日
（月・水・金・土）

現体制で週5日に固定的にサポー
ターを配置しており、負担を感じて
いない

× 担い手が不足する可能性が
ある。 〇 ノウハウがないため。

現状、自主的な企画と実施はできていない。 担い手不足
現在の運営体制には課題はないが、少人数で実
施しており、後継者がいないため、現在携わって
いる方が引退すると厳しい。

反対
(一部検討)

校庭開放については現体制で平日週5日開催してい
るため民間活力の導入の必要性を感じていないが、
学習プログラムは実施できていないため、学習プロ
グラムに民間活力が導入されるといい。

参加者から実施してくれて助かると
言われた。子供たちの様子を見れる
のが嬉しい。放課後子供教室に携わ
ることが自身の生きがいになって
いる。

本

町

小

学

校

運協R 週4日
（月・水・土・日）

負担感のない開催頻度で実施して
いるため、現状維持であれば負担は
ない。

〇

場所の確保
（施設の調整上ほかの曜日の
実施が難しい（使用団体との
調整））

〇 ノウハウがないため。
現状、自主的な企画と実施はできていない。 特になし このままの体制では継続性があると考える。

賛成
（共同実施）

週５日開催や学習プログラムの実施全てを現在の体
制で実施するのは難しいと考えるため、民間活力の
導入は賛成である。
一方で、地域の方ではない方が子どもを見守ること
への不安はある。

子供の成長が見られること、町で声
をかけてくれることが嬉しい。
地域とのつながりを実感できると
ころ。


